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はじめに

英国のキャメロン首相は 2016 年 6 月，EU離

脱を問う国民投票を実施した1)。国民は僅差な

がら EU離脱を支持した。首相は結果のいかん

を問わず続投するとの言を翻し，即日辞任を表

明。その後を継いだメイは，EU 条約 50 条に

基づき 2017 年 3 月に欧州理事会に EU 離脱の

意志を通告。73 年の加盟から 47 年を経た 2020

年 1 月 31 日，EUを離脱した。英国では総選挙

は 5 年に一度とする 2011 年議会任期固定法が

あるが，2017 年，2019 年と 2 度の総選挙と

なった。下院での大混乱を示すものであった。

本稿では昨年の本誌 EU特集号の論考2) に続

き，英の EU離脱の前後の英国と EU政治を見

る。もとより EU政治は英離脱で終わらない。

後半では欧州議会選挙結果を一べつし，フォン

デアライエン（VDL）欧州委員会の誕生過程

を考察する。欧州委員会の成立とその後の政策

動向は，欧州議会が深く関係しているからであ

る。これらの作業を通して，「EU なき英」と

「英なきEU」の今後を展望してみたい。
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2019年の本誌 EU特集号で，欧州議会の成り立ちからその機能，欧州政党，院内会派の動向を分析した。

当時は，原稿の締め切りの関係で 5月の欧州議会選挙結果までは補足することができなかった。しかもブレ

グジットも不明なままであった。1年後，欧州議会の選挙結果が出て，フォンデアライエン（VDL）新委員

会も成立した。英国もEUを離脱した。

これらの新たな状況を踏まえ，英による EU 離脱の意味を政治学的に分析し，その得失をそれぞれについ

て，整理した。また EU政治は英の離脱で終わるものではない。「英なき EU」がすでに始まっている。本稿

では，欧州委員会の成立過程にも視座を向け，その変化を分析した。特に，欧州委員会の成立では，筆頭候補

制（spitzenkandidaten）が今回どのような経緯を辿ったのかを分析した。結論的には，欧州議会では反

EU勢力の議会活動は限定的で，欧州委員会は制度改革を実践しつつ，グリーンディールを掲げ，親 EUの議

会内4会派が新委員会を支えていく状況になったことを指摘した。



Ⅰ 英EU離脱の本質：EUの連邦化と

EU法の拘束を嫌った英国

英国の EU離脱の理由は，徹頭徹尾政治の問

題であった。英が EUの連邦的統合深化を拒絶

したことにある。EU 統合の本質は，国家の主

権的権限の EU への大規模な譲渡と制限にあ

る。英はナショナルの価値を優先し，EU 離脱

という究極のカードでこれを拒否した3)。

EU は「法の構造体」といわれ，連邦組織に

類型化される。今年コロンビア大学『ブリュッ

セル効果』4) が出たが，副題のごとく，EU 法

による規制の影響を分析した書である。私（児

玉）は，2011 年に「米国法の空間と，EU 法の

空間の激突」として NHK ラジオ講座で話し

た5)。加盟国法への EU 法の上位規範性は，つ

とに知られており，英国の憲法学者ハートレー

は 26 年前に「連邦的要素は，EC（現在の

EU）においては法制度において最も強力であ

る」と指摘していた6)。連邦的政治組織では，

統合組織 EUと加盟国での主権（的権限）関係

はゼロサムであり，「主権の共有」は政治家の

リップサービスを別にすれば，幻想でしかな

い。

EUと欧州統合の連邦的性格と方向性につい

て，英仏の政治家は明瞭に述べている。現首相

（当時ロンドン市長）ボリス・ジョンソンは

2016 年に「本質的問題は残る。欧州人は，我々

が共有しない理念を持っている。彼らは，真に

単一の連邦的同盟，大方の英国人が思ってもい

ない欧州合衆国を創設したいのである」7) と語

り，他方，J・フィッシャー独元外相は同じ時

期に「独では連邦的という言葉は悪い言葉では

ない。他の国は連邦主義が唯一の解決策である

と認識すべきである」8) と語っていた。英の

EU離脱強硬派が総選挙戦で一貫して掲げてい

たキャッチフレーズは Take Back Control で

あった。コントロールとは EUに制限されてき

た「主権」の奪還を意味していた。

Ⅱ EU離脱の英国への影響

1．スコットランドと北アイルランド

EU 離脱は英国内と対 EU 関係で大きな影響

を及ぼしている。国内では「リトル・イングラ

ンド化」の危惧である。スコットランドでは以

前より英国（UK）からの分離独立の動きが顕

在化してきた。2014 年 9 月に住民投票が実施

され，その際，55％対 45％で残留が上回り，

不首尾に終わった。だが，2016 年 6 月の EU

離脱を問う国民投票では，スコットランド全体

では 62％対 38％でEU残留を支持した9)。

その後，2019 年 12 月の EU 離脱を問う総選

挙では，ジョンソン保守党は全野党より 80 議

席多く，1987 年以来最大となる 365 議席を獲

得し，英の EU 離脱が確実となった。とはい

え，保守党の得票率は 43.6％にすぎない。し

かもスコットランド選挙区の定数 59 のうち，

スコットランド民族党（SNP）は 47 議席と 8

割近くを得た。総選挙の直後，スコットランド

自治政府の首相で SNP 党首のスタージョンは，

「ジョンソンはイングランドを EU から離脱さ

せる信任は得たが，スコットランドに別の未来

を選ぶ機会を与えるための信任を私は得た」10)

と語り，再度の住民投票の可能性に言及した。

これに対し，政権側はスコットランドでの再

度の住民投票を 2020 年 1 月，正式に拒否し

た11)。今後，住民投票の実施は法廷に持ち込

まれるとみられる。

67世界経済評論 2020年7月8月号

英の EU離脱とフォンデアライエン欧州委員会誕生：重みを増す欧州議会



ちなみ 1月末に英の EU離脱が決定した後も

スコットランド議会では EU旗を掲げ続けるこ

とを賛成 63，反対 54 で可決し，その独自の姿

勢を鮮明にした12)。このように，EU離脱の決

定は，英国内部に強い不満を残している。なお

スコットランドが英国（UK）から離脱した場

合，英国は国土面積の約 35％，人口の約 12％

を失うことになる。

英の EU離脱は，北アイルランドにも影響を

及ぼしている。英国領内で EUと国境を接す唯

一の地がここである。アイルランドと北アイル

ランドでは毎年，1 億 1 千万人が国境を往来

し，毎日 1万 5千人が越境通勤している13)。

2．英 EU 間の自由貿易協定と独自外交の不

確かさ

英国の将来は，英 EU離脱後の EUと英間の

通商などの協定の成否にある。が，交渉難航は

必至である。

英政府は，2020 年末までの移行期間中に取

り組む EUとの将来関係に関する交渉の方針を

示した声明文を公表し，ジョンソン首相は EU

から通商など国家の主権的権限行使の自由を取

り戻したことを誇らしげに語った。だが，経済

界を代表する，英国産業連盟（CBI）会長も英

国商工会議所（BCC）事務局長も，強気の交

渉を危惧している14)。

他方，EU側も英EU離脱当日の 1月 31 日，

欧州委員会の VDL 委員長，欧州理事会のミ

シェル議長と欧州議会のサッソリ議長の連名

で，英国が EU離脱後に環境，労働，税制など

に関する EUの基準を採用しなければ，英国は

欧州単一市場への最高級のアクセスはない，と

の考えを示した15)。

欧州委員会は 2 月 3 日，EU 離脱後の英 EU

関係構築交渉の基本方針案を公表した。関税ゼ

ロを目指す自由貿易協定締結の条件として，労

働者や環境保護，国家補助の規制，競争法，税

制などのルールを EUの水準に合わせるよう求

める姿勢を明確にし，安易な譲歩はしないこと

を明らかにしている16)。

EU との通商協定を含め，あらゆる協定は双

務的である。英首相や閣僚が感染するというご

とく，コロナウイルス禍の全面拡大による大混

乱があり見通せないが，「移行期間」の終了後

の 2021 年 1 月 1 日からは，EU 単一市場に入

る全ての英製品が検査の対象になる。すでに

仏，蘭は通関職員をそれぞれ 700人増員し，ベ

ルギーは 400人増員している17)。

3．欧州政治，国際政治での英国のプレゼン

スの低下

EU離脱は，27 か国のソリッドな単一市場の

経済圏と EU法の空間からの離脱を意味する。

英のプレゼンスの低下は明瞭である。英 EU間

の力関係で言えば，1 か国 6500万人と，27 か

国 4億 3500万人という人口格差から，圧倒的

に英国に不利になる。英政権は，それゆえ

TPP加盟の打診や対米，対中関係で独自戦略

を構想中である。ただし英国は「特殊的関係」

を期待するものの，米大統領は徹底した利害の

政治家で，言葉もスタンスも左右に振れ，不明

確である。英政府はファーウエイによる 5G機

器の公共機関での参入を支持したが，米国では

民主党上院院内総務や共和党上院情報委員長が

反発し，「ホワイト国」認定の見直しを対米外

国投資委員会（CFIUS）に働きかけている18)。

「EU なき英国」の独自外交の展開は容易では

ない。
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Ⅲ 英のEU離脱のEUへの影響

英の EU離脱の EUへの影響はどうであろう

か。マイナスとプラスの両面がある。

1．マイナスの面

まず EU の軍事力の相対的低下を指摘でき

る。英国は核保有の軍事大国でもある。ジェー

ン年鑑によると，世界 105 か国・地域の 2018

年の軍事支出は 1兆 7800億ドルに上る。主要

国家別で見ると，米国は前年比 7％増の 7025

憶ドルで 1 位，2 位は中国で前年比 8.6％増

（2076億ドル）。EU では，英国（584億ドル）

がトップで，フランス（536億ドル），独（445

億ドル）と続く。その他はロシア（516 億ド

ル），日本（451億ドル），韓国（391億ドル）な

どである19)。英国の穴は大きい。また EU は

核カードの 1枚を失い，フランス一本となる。

EU予算分担分の消滅が指摘できる。中期予

算では，英国の EU離脱に伴い 7年間の歳入が

約 750 億ユーロ減少する。この結果，加盟 27

か国の負担は，国民総所得（GNI）比で 0.04

ポイント増えて平均 1.07％となり，EU分担問

題で負荷がかかる20)。

2．プラスの面

一方で EUの政策決定過程での阻害要因の消

滅を指摘できる。英国はシェンゲン協定にも

ユーロにも未加盟で，長く EUの一体的統合推

進の阻害要因であった。英の EU離脱により，

法治主義や移民問題等で EUの価値と一体性に

抗うポーランドやハンガリーは，強力な後ろ盾

を失う。2014 年英キャメロンによる欧州理事

会での新委員長承認投票で，同調したのは唯一

ハンガリーだけであった。独仏では地方自治体

さえ掲揚される EU旗は両国官邸では全く見ら

れない。

後述する spitzenkandidaten過程でも仏元首

相ロカールは 2014 年，「我が友英は EUから出

よ，EUを死なせるな」とルモンドに強い不満

を語った21)。EU側にある対英不満はシュルツ

欧州議会議長も同様で，「英国人は我々の善意

を飽くことのない要求で試している。彼らは押

しまくり，主張する。……英国人が，もしEU離

脱を望めば，そうさせたらいい」と語った22)。

英下院の大混乱で意思決定が遅滞する中，仏大

統領マクロンは，「EU は英国政治危機の人質

ではない」と語っていた23)。

英タブロイドメディアによる反 EU的報道か

らの解放も指摘できる。大衆紙「サン」は「女

王陛下は離脱を支持」など虚偽の記事を公然と

掲載し，反 EUを煽っていた。高級紙 FT紙も

例外でなく，G・ラクマン記者は 2015 年前後，

盛んに反 EU 的記事を掲載していた24)。BBC

も同様で，スイスの報道審査機関 Tenorが問

題にしていた。ガーディアンは，国民投票の政

治過程で「BBCの報道はプーチンを扱う以上

に EUにはネガティブである」とその姿勢を厳

しく批判していた25)。

Ⅳ 欧州議会選挙結果とVDL委員会

成立及び英のEU離脱後の

欧州議会新勢力

ポストユンケルの新欧州委員会の成立過程で

は，後述する欧州委員長任命で「議院内閣制へ

の接近」26) が見られ，欧州議会が大きな影響

を与えている。2019 年 5 月の欧州議会選挙結

果とその意味として次の 4 点が指摘できる。
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（1）2 大会派による議会の過半数割れ。（2）中

道の欧州刷新 RE と緑の党の親 EU派の勢力の

増加。（3）反 EUナショナリスト勢力の縮減。

（4）英の EU離脱後の欧州議会と連邦主義的議

員定数再配分。以下敷衍しよう。

（1）議会制民主主義の政治では，政治は数で

決定する。欧州議会も同様である。

欧州議会は長年 2大勢力が力を得ていた。最

大会派は中道右派の欧州人民党（EPP）であ

る。第 2 会派が中道左派，欧州社会・進歩連盟

（S&D）である。この 2 大会派が合計過半数を

背景に，ユンケル欧州委員長選出人事や政策決

定に大きな影響力を行使してきた。だが 2019

年の選挙では，1979 年の直接選挙実施後初め

て EPP が 182 議席（占有率 24.23％）と S&D

154 議席（同 20.51％）で史上初めて過半数を割

り込んだ。

（2）仏大統領マクロンを指導者とする中道の

欧州刷新（RE）と，緑の党の躍進である。RE

は 2014 年では後退していた第 3 会派で 108議

席，緑の党が 74 で第 4 会派となった。親 EU

派は 7割に迫るものとなった。何より指摘すべ

きは，緑の党の躍進である。FT紙は「欧州政

治，極右台頭よりも重要な緑の党躍進」（M・

Sandbu）を論説で出した27)。実際，欧州の社

民勢力に取って代わる形で，特に若い世代の支

持を得つつ，党勢を増大している。2019 年の

欧州議会では独選挙区で同盟 90/緑の党は得票

率 20.5％で，10 議席増の 21 議席を得た。英離

脱後の現在，25 議席である（表参照）。

緑の党の EU政治での躍進は欧州議会選挙に

限らない。現在も各国で進行中である。例え

ば，独国内ではバーデンビュルテンブルグ州議

会で第 1党に，2020 年はハンブルグ州議会選

挙で第 2 党となった。またオーストリアでは

2016 年に緑の党出身者が大統領に選出され，

2019 年には下院議会選挙で，2017 年のゼロか

ら一挙に 26 議席を得て，連立政権を組むまで

になった28)。

仏や北欧，ベネルックス諸国，そしてアイル

ランドでも勢いを見せた。仏では，欧州議会選

挙で「ヨーロッパ・エコロジー緑の党」が，7

議席増の 13 議席と躍進した。全体では 13.47％

を獲得して 3 位につけた29)。アイルランドで

は 2020 年の総選挙で 3議席から 12 議席と拡大

し，第 4勢力となっている。この加盟国での緑

の党の躍進が，後述する VDL 欧州委員会の

「グリーンディール」につながっている。

（3）EU懐疑派・反 EU勢力の縮減と「防疫

的締め出し」（cordon sanitaire）

EU 懐疑派でいえば，英キャメロン政権が

2009 年に結成した欧州保守改革（ECR）は

2014 年には第 3 会派であったが，第 6 位に後

退した。反 EU派では，仏国民連合，伊同盟が

組んだアイデンティティと民主主義（ID）も振

るわず，緑の党に抜かれ，この時点で 73 議席，

5位となった。仏ルペンの盟友で ID創設に与っ

たヴィルダースの反 EU の蘭自由党（PVV）

は現有議席 4 を全て失った30)。また英離脱派

のファラージの EU離脱党とポピュリストの伊

五つ星運動が野合した会派，欧州直接民主主義

（EFDD）は，2019 年 7 月の新会期開始までに

会派結成ができずに，議会から消滅した31)。

なお第 7 会派の欧州左翼・北欧緑 GUE/NGL

（41 議席）は共産党系だが，EU内改革派であ

る。また図にあるNIは無所属。

メディアや一部の評論家はそれでも反 EU派

のこの 3割を強調するが，親 EU4 会派外の欧

州左翼 GUE/NGL は EU 体制内の改革派で，

反 EUではない。そして何より 4会派とこの欧
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州左翼が連携して，欧州議会の 14名の副議長

職や常設委員会ポストから，反 EU会派を徹底

して締め出している32)。

ドント式では，ID は本来なら農業と法務の

常設委員会長ポストが付与されるのだが，「防

疫線」（cordon sanitaire）の下に，徹底して阻

まれている33)。これは独連邦議会や同国チュー

ビンゲン州政府の首班選出での AfD の締め出

し34) と同様である。

2019 年 7 月の新会期時点での欧州議会勢力

については図を参照。

（4）英の EU離脱後の欧州議会の議席結果と

議員定数の連邦主義的再配分

73 名の欧州議会英選出議員（議席占有率

9.7％）は蛍の光の大合唱の中で議場を去った。

離脱議員の会派別内訳では EU 離脱党 29（所

属会派，NI無所属），英自民党 16（RE），英労

働党 10（S&D），緑 7（欧州緑），SNP3（欧州

緑）などである。結果，欧州議会の反 EU派は

わずかに圧縮され，緑の党系を含む親 EU4 会

派の議席が 69％から約 71％に拡大した35)。

なお，英離脱に伴い，事前に決定していた欧

州議会議員定数の再配分を実施した。総定数を

705 に圧縮，人口比による議席配分を徹底し

た36)。議席再配分での人口比の厳格適用は，

国家を統合組織 EU の下部構成体（地域/州）

とみる連邦思想の反映で，EUの連邦的統治の

強化に寄与する。

なお英離脱後の再配分による欧州議会の加盟

国と会派別内訳は表の通りである。

Ⅴ 筆頭候補制の拒否とVDL委員長

選出，議会公聴会

欧州議会の選挙結果を受けて，欧州委員長の

選出と欧州委員会の発足へ焦点は移った。

VDL 委員長の選出では EU 統治の面，政治状

況，議会公聴会の 3点を見よう。

（1）EU統治の面では，2014 年以降，欧州委

員長人事をめぐる統治構造に関わる機関間関係

での大転換が指摘できる。長く欧州議会は，欧

州委員会の構成にまるで影響を与えられなかっ

た37)。欧州委員長と会の構成は長く国家が

担ってきており，欧州議会はその事後承認に甘

んじてきた。その結果，欧州議会投票率は低下

傾向を示し，欧州議会の正統性さえ脅かされて

いた38)。それでリスボン条約による欧州委員

長の選定について制度改正を実施した。
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欧州理事会が提案し，欧州議会が議決すると

し，欧州議会に欧州委員長の選出の最終決定権

（final say）が付与された39)。これにより，欧

州理事会と欧州議会との間で主客転倒が起き

た。英 FT紙はこれを否定的に，機関間の「歴

史的権力の移動」と報道した40)。EU 条約の

改正に合わせ EU の主要な欧州政党は，条約

が明示的には規定していない「筆頭候補制

度」（spitzenkandidaten）の導入に更に踏み込

んだ。
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表 英離脱後の欧州議会 加盟国・会派別勢力（2020年 2月現在 定数705）

Country EPP S&D Renew ID
Greens/
EFA

ECR
GUE/
NGL

NI Total

Belgium 4 3 4 3 3 3 1 21

Bulgaria 7 5 3 2 17

Czechia 5 6 2 3 4 1 21

Denmark 1 3 6 1 2 1 14

Germany 29 16 7 11 25 1 5 2 96

Estonia 1 2 3 1 7

Ireland 5 2 2 4 13

Greece 8 2 1 6 4 21

Spain 13 21 9 2 4 6 3 58

France 8 6 23 23 13 6 79

Croatia 4 4 1 1 2 12

Italy 8 18 1 29 6 14 76

Cyprus 2 2 2 6

Latvia 2 2 1 1 2 8

Lithuania 4 2 2 2 1 11

Luxembourg 2 1 2 1 6

Hungary 13 5 2 1 21

Malta 2 4 6

Netherlands 6 6 7 1 3 4 1 1 29

Austria 7 5 1 3 3 19

Poland 17 8 27 52

Portugal 7 9 1 4 21

Romania 14 11 8 33

Slovenia 4 2 2 8

Slovakia 5 3 2 2 2 14

Finland 3 2 3 2 3 1 14

Sweden 6 5 3 3 3 1 21

EU 187 147 98 76 67 61 39 29 704

出所：https://europarl.europa.eu/meps/en/search/table（スペイン 1名欠員）

https://europarl.europa.eu/meps/en/search/table


筆頭候補制とは欧州議会選挙を前に主要な欧

州政党が選挙で勝利した場合に備えて，欧州委

員長候補を党内の予備選で事前に決定するもの

であった41)。これが実施されれば，欧州理事

会の欧州委員長候補の「提案権」さえ骨抜きに

する潜在性を秘めていた42)。

2014 年のユンケル委員会発足過程で，主要

な欧州政党は筆頭候補制を実践した。EPP と

S&D は過半数を背景に，EPPが支持するユン

ケルを欧州委員長に選出，S&D が推す M・

シュルツ（独社民）を欧州議会議長に選出し，

ポストで住み分けた。

（2）2019 年の欧州議会選挙では様変わりし

た。EPPと S&Dという 2 大会派が過半数割れ

して多党化した。その結果，選挙前の予備選挙

で EPP の筆頭候補の M・ウェーバー（独

CDU 出身）は，欧州理事会により，意思統一

が不可能として退けられたのである。紆余曲折

を経て43)，筆頭候補選出の予備選挙過程を全

く経ていないフォンデアライエン（VDL）独

国防大臣が，欧州理事会から提案された。2 大

会派の支配に不満を抱えていたマクロンの強い

希望であった。

当然，欧州理事会と欧州議会の主要会派の対

立が顕在化した。最終的には欧州議会の採決の

場で，同女史が欧州委員長に選出された。女性

としては初，独出身者としてはハルシュタイン

初代 EEC委員長以来，52 年ぶりであった。と

はいえ，欧州議会の強い不満を反映し，賛成票

383，反対票 327，棄権 22 票と，過半数をわず

かに 9票超えた薄氷の選出となった44)。

（3）欧州委員会の公聴会。新委員長の選出を

受けて，他の 26 名45) の欧州委員も，11 月下

旬までに欧州議会での公聴会を終えた。英は委

員候補を出さなかった。この間，欧州議会は欧

州委員候補 3 名の差し替えを求めた。すなわ

ち，ハンガリーのトロチャニー（欧州近隣政

策・拡大交渉担当）とルーマニアのプルンブ

（運輸担当）について，法務委員会（JURI）は

職務上の「利益相反」を理由に，また仏のグラー

ル（域内市場・産業・デジタル単一市場担当）

候補は，仏当局と欧州不正対策局（OLAF）の

被捜査対象者であった過去や不正報酬疑惑で，

それぞれ差し替えとなった。VDL 委員会の全

体承認の採決では，賛成 461 票，反対 151 票，

棄権 89 票であった46)。

委員長選出時と違い余裕の採決となったが，

それは新委員長が「筆頭候補者制度の改善」を

約束し47)，最も強硬に反発した S&D内の独社

民党や緑の党などに，配慮したからであった。

加えて，筆頭候補のウェーバー同様，VDL が

EPPの中核政党，独 CDU の出身であり，皮肉

にも，ウェーバーよりも親 EU的スタンスが評

価された。VDL 委員長は父が EU 官僚でブ

リュッセルで生を得て，独語に加え英仏語にも

堪能で 6人の子を持つ医師でもあった。

かくして欧州議会は筆頭候補制は守れなかっ

たが，その存在感を示し，議会が行政府を構築

する「議院内閣制」への接近を明確にした48)。

Ⅵ VDL委員会の組織改革と

グリーンディールの推進

成立した VDL 委員会では，重点政策として

格差是正，気候変動対策としてのグリーン

ディール，デジタル部門での対応の強化が打ち

出されている。特に EU域内で温室効果ガス排

出を 2050 年に実質ゼロにする目標の達成に向

けて，十年で 1兆ユーロ（122兆円余）を投資

する総合環境政策である。その約半分は EU予
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算で賄い，残りは加盟国や公的機関，民間など

が拠出する49)。注目すべきは，VDL 委員長が

それに即応した機構改革を行ったことである。

すなわち，委員長に次ぐ 8 名の副委員長職を

2 つに分け，新たに上級副委員長（ポスト 3

名）を置いた。その 3ポストにオランダ労働党

出身で，反 EUのファラージュなどと議場で渡

り合ったチンマーマンス（グリーンディール，

気候変動），「GAFA の天敵」の異名をもち，

競争政策で辣腕を振るったデンマークのヴェス

タエアー（デジタル戦略），ラトビアのドムブ

ロフスキス（経済・金融サービス）を充てた。

また，米中通商摩擦の影響など国際問題に取り

組む「地政学的委員会（Geopolitical Commis-

sion）」を置き，外交力強化のための「対外問

題調整グループ（Group for External Coordina-

tion：EXCO）」も新たに立ち上げた50)。

気候変動に対抗する欧州グリーンディールは

元来，緑の党が掲げていたものである。もとよ

り欧州委員会は単独で政策の実践を行えない。

欧州議会は当然として，国家の最高責任者が集

まる欧州理事会での支持が重要である。

ちなみに VDL 委員会を支える主要 4 会派で

は，同女史所属の EPPが欧州理事会で 10名，

欧州委員会で 9 名を擁している。第 2 会派の

S&Dは 7名と 10名。第 3 会派の REは同じく 7

名と 6名を擁している。史上初めて欧州緑の党

もリトアニア出身者を VDL 委員会に得た51)。

他方，第 6 位に後退した ECRは欧州理事会に

2名のみ。反 EU派会派の ID は共にゼロであ

る。伊の反 EUポピュリスト政党レガの政権離

脱が影響力縮減に作用した。VDL 委員会はか

くて指導力を発揮できる体制を整えた。

結 論

結論として 3点を指摘しておこう。第 1 は英

の離脱は EU解体を生まず，UK解体の危機を

孕み，英国地位の低下と欧州政治での周辺化を

生む。英の離脱は「EU解体」（浜矩子）や「統

合の終焉」（遠藤乾）の見解は的外れとなり，

他方，EU統合阻害の最大の要因が除去され，

むしろ統合進展のモメンタムとなる。第 2 は，

欧州委員会という行政府構築を通して，議院内

閣制への接近を強め，欧州議会の影響力は強ま

り，EU の連邦化は不可逆的に進む。第 3 は人

口 4億 3千万のソフトパワーとしての EUの重

要性は揺るがない。

確かに EUでは統合戦略や EUの価値をめぐ

り，統合深化は必然的に軋轢を生み，危機を強

める。その状況下で，「前門の虎」というべき

ロシア，一帯一路の世界戦略を展開する中国，

一国主義への傾斜の米国がある。加えて「後門

の狼」のトルコ滞留の 400万のシリア難民の問

題もある。更には新型ウイルスによる打撃も深

刻化している。

いずれも中小国から成る EUは一国主義では

およそ対処できない。危機は EU財政も強化す

る。民主主義の質と社会的価値を依然として共

有する EUは，共産党独裁国家とも違い，トラ

ンプの米国とも異なり，以前に増してその存在

理由を高めている。実際，地球環境分野で EU

は世界をリードしつつあり，その動向は今後と

も大いに注視に値する。
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